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　令和元年は、茗荷町のモデルほ場にて、田原小中学校の生徒と共に、遊休農地解消活動を
行いました。子どもたちが植栽し、収穫した野菜を使って、９月３０日に田原小中学校にて
カレーを調理・会食しました。この日は１～４年生が委員と共に調理に参加しました。心配
そうに見守る委員でしたが、子どもたちはとても手際よく驚きました。出来上がったカレー
は、全校生徒と教職員・農業委員会委員のみんなでいただきました。あちこちから「めっち
ゃ美味しい！」と声が上がり、おかわり殺到。かなり多めに作ったはずのカレーでしたが、
見事完食でした。
「自分で野菜も作ったカレーだから、今までで一番美味しかった！」との嬉しい言葉も貰い
ました。子どもたちの嬉しそうな笑顔に癒された一日でした。
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農委・推委の声（※委員につきましては、なら農業委員会だより第64号を参照してください）

農業委員

向井美典 委員
（上深川町）

推進委員
・５区地区長

木村好成 委員
（針ケ別所町）

　昨年策定した上深川町
「人・農地プラン」は、地
元の中心的な経営体へ農地
を集積・集約を進め、実質
化を前進させています。将
来の農地利用に関する意向
調査では、個別に農業者と
面談し私の立場を身近に感
じてもらえました。地域の
皆さんと共に農業委員の担
うべき役割を果たしていき
たいと考えています。

　農地パトロール、研修会を通
じ農地利用最適化推進委員の役
割を学習し、荒廃農地の解消が
最優先され地域の「人・農地プ
ラン」への誘導が最重点事項と
認識しています。荒廃農地に
なった経過・原因を探る事によ
りその具体策が見つかり、その
プロセスを重視し地域住民等と
の連携を強化し「知る」「覚える」
「動く」「考える」をループし取
組む決意を新たにしています。

 POINT  POINT  POINT
保険料の国庫補助 税制上の優遇措置 80歳まで保証
特定の要件を満たす農業者には、
一定の条件の下で保険料の国庫
補助が受けられます。

①支払う保険料は全額社会保険料控除の対象
②受けとる年金は公的年金等控除が適用
③運用費も非課税

仮に加入者や受給者が80歳前
に亡くなられた場合でも「死亡
一時金」をお支払いできます。

メリットがたくさんある農業者年金に加入して、老後に備えましょう。

　

現
況
届
は
、
現
在
受
給
中
の
方
が
引
き
続
き

年
金
を
受
給
す
る
資
格
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い

て
、
毎
年
１
回
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

現
況
届
が
期
限
内
に
提
出
さ
れ
な
い
と
き
は
、

11
月
の
支
払
い
か
ら
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

年
金
の
支
払
い
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
方
へ
は
、
５
月
末

頃
に
（
独
）
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
現
況
届
の

用
紙
が
直
接
受
給
権
者
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

提
出
は
６
月
中
に
、
連
絡
所
・
出
張
所
・
行

政
セ
ン
タ
ー
・
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
、
初
め
て
経
営
移
譲
年
金
の
現
況
届
を

提
出
さ
れ
る
方
は
、
農
業
経
営
に
関
す
る
諸
名

義
が
変
更
さ
れ
て
い
る
か
確
認
の
上
で
、
提
出

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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29
　

取
材
当
日
、
ご
自
宅
の
倉
庫
を
訪
ね
る
と
ほ
の
か

に
甘
い
香
り
が
漂
い
、摘
ん
だ
ば
か
り
の
い
ち
ご「
章

姫
」
詰
め
の
真
っ
最
中
に
、
ご
夫
婦
が
笑
顔
で
待
っ

て
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
手
を
止
め
て
、
ご
夫
婦

仲
良
く
掛
け
合
い
漫
才
の
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

 　

農
業
規
模
は
８
反
で
、
稲
作
は
集
落
内
の
農
家
の

方
に
全
て
依
頼
さ
れ
、
い
ち
ご
・
い
ち
じ
く
を
中
心

に
果
樹
栽
培
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ハ
ウ
ス
い
ち

ご
を
１
反
半
、
露
地
い
ち
じ
く
を
約
１
０
０
本
植
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ち
じ
く
の
銘
柄
は
、す
べ
て「
桝

井
ド
ー
ヒ
ィ
ン
」
で
す
。

全国農業
新聞NATIONAL

AGRICULTURAL
NEWS
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肥
料
は
、
有
機
肥
料
を
一
年
間
数
回
に
分
け
て
、
１

２
０
キ
ロ
を
く
ら
い
蒔
き
ま
す
。
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
被
害

予
防
に
缶
入
り
白
色
「
ガ
ッ
ト
サ
イ
ド
Ｓ
」
を
根
元
か

ら
１
本
ず
つ
刷
毛
で
塗
り
ま
す
。
時
間
と
労
力
の
か
か

る
作
業
で
す
が
、
か
な
り
害
虫
予
防
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

最
近
は
特
に
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ム
ク
ド
リ
、
タ
ヌ
キ
に

加
え
ア
ラ
イ
グ
マ
の
被
害
も
増
え
て
困
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

１
反
に
作
付
け
さ
れ
た
１
０
０
本
の
い
ち
じ
く
を
３

回
に
分
け
て
、
８
月
初
め
か
ら
10
月
中
頃
ま
で
、
毎
日

朝
４
時
か
ら
７
時
頃
ま
で
収
穫
し
「
下
三
橋
い
ち
じ
く

集
荷
組
合
」
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
20
軒
以
上
あ
っ
た
い
ち
じ
く
農
家
が
現

在
は
２
〜
３
軒
に
減
っ
て
お
り
、
私
達
も
跡
取
り
、

後
継
者
が
心
配
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
「
私
達
夫
婦
、
今
を
楽
し
ん
で
生
き
て

い
き
ま
す
わ
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
、
爽
や
か
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
毎
年
二
月
一
日
（
旧
暦
正
月
）、
登
彌
神
社
に
て
筒
粥

祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
年
の
五
穀
や
野
菜
な
ど
三
十

七
種
の
作
柄
の
出
来
・
不
出
来
を
粥
で
占
い
ま
す
。
鉄

製
の
大
釜
に
米
二
升
、
小
豆
一
升
と
竹
筒
三
十
七
本
を

入
れ
て
炊
き
、
約
一
時
間
半
も
か
け
て
炊
き
あ
げ
ま
す
。

竹
筒
を
取
り
出
し
て
供
え
、
小
刀
で
割
り
ま
す
。
米
と

小
豆
の
詰
ま
り
具
合
を
上・中・下
に
分
け
、
さ
ら
に
上
・

中・下
に
分
類
し
て
、
計
九
段
階
に
農
作
物
を
占
い
ま
す
。

今
年
は
中
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
大
豆
、
ほ
う
れ
ん
草

出
来
が
良
い
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
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農
地
利
用
最
適
化
に
向
け
て
、
遊
休
農
地
解
消
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん

総
会
に
は
、
荒
井
奈
良
県
知
事
か
ら
も
遊
休
農
地
解

消
に
向
け
て
取
り
組
み
を
促
進
し
て
欲
し
い
と
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
農
業
委
員
会
で
は
、
遊
休
化
し
て
い
る
農
地
を

利
用
し
た
解
消
活
動
を
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

本
誌
２
ペ
ー
ジ
に
詳
し
く
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
を
は
じ
め
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
を
中
心
に
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
域
で
の
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
農
地
の
貸
し
手
借
り
手
の
間
を
繋
ぐ
「
な

ら
担
い
手・農
地
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
本
誌
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
ぜ
ひ
一
度
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

な
ら
農
業
委
員
会
だ
よ
り
発
行
の
た
め
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
様
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、よ
り
充
実
し
た
紙
面
で
、い
っ

そ
う
親
し
ま
れ
る
広
報
誌
づ
く
り
を
目
指
し
、
皆
様

の
ご
意
見
・
ご
感
想
・
情
報
等
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

提
供
先
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
、
地
域

の
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
ま
で
ど

う
ぞ
。

　
地
域
の
実
勢
に
あ
っ
た
賃
借
料
情
報
を
提
供
い
た
し
ま

す
。
平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
元
年
12
月
31
日
ま
で

に
、
農
地
法
及
び
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
り
賃

貸
借
契
約
さ
れ
た
賃
借
料
の
水
準
は
、
下
記
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
賃
借
料
は
目
安
で
す
の
で
、
実
際
の
賃
借

料
を
決
め
る
際
は
、
当
事
者
間
で
話
し
あ
い
の
上
で
決
め

て
く
だ
さ
い
。※

金
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
10
円
単
位

(

四
捨
五
入)

で
表
示
し
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会 

第
3
部
門

 
 

廣
岡
政
則

農
業
委
員
会
活
動
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）

の
募
集
に
つ
い
て

　
「
令
和
元
年
度
農
業
委
員
会
活
動
の
目
標
及

び
そ
の
達
成
に
向
け
た
点
検
・
評
価
」
及
び

「
令
和
２
年
度
農
業
委
員
会
活
動
の
目
標
及
び

そ
の
達
成
に
向
け
た
活
動
計
画
（
案
）」
を
策

定
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
の
農

業
者
等
の
皆
様
方
か
ら
意
見
を
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

募
集
期
間

令
和
２
年
４
月
の
公
開
日
〜

　
　
　
　
　
　
　

１
ヶ
月
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

意
見
の
提
出
方
法
に
つ
き

ま
し
て
は
、
任
意
の
用
紙
に
、

意
見
・
住
所
・
氏
名
・
ご
意

見
等
を
ご
記
入
の
上
、郵
送・

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

で
ご
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
話
や
窓
口
等
で
の
口
頭

で
の
申
し
出
は
出
来
ま
せ
ん
。

ま
た
、い
た
だ
い
た
ご
意
見・

ご
要
望
に
対
す
る
個
別
の
回

答
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

市のホームページ　　http://www.city.nara.lg.jp
郵送の場合　　　　　〒630-8580
　　　　　　　　　　奈良市二条大路南１丁目１番１号
　　　　　　　　　　奈良市農業委員会事務局
ＦＡＸの場合　　　　0742－34－4797
電子メールの場合　　nougyouiinkai@city.nara.lg.jp

の
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
ま
で
ど
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